【グラウンドゴルフ競技】
〈構成〉　
１、１チーム選手３名～４名（男女混合可）と監督１名（審判を兼ねる）で構成され、
１名以上の補助員を置くことができる。ただし各施設２チームまでとする。

〈各チームで準備するもの〉
１、選手名の入ったゼッケン（前胸につける）
２、クラブ：人員分（各選手異なる色のもの。ショートスティック可。施設名記載）
３、ボール：人員分（クラブと同じ色の入ったもの。施設名記載。）
＊クラブ、ボールはグラウンドゴルフ専用の用具に限る。
４、マーク：人員分（硬貨くらいの大きさのもので、風で飛ばないような重さのもの。）
５、室内シューズ、シューズ袋：雨天時の場合。
６、帽子を着用すること

〈試合方法〉
１、原則的に日本グラウンドゴルフ協会のオフィシャルルールに順ずるが、熊本県知的障がい者
施設親善スポーツ大会ルールを摘要、優先する。
２、２チームがペアとなり６～８人のグループでラウンドする団体戦です。
３、審判は相手チームのスコアを付け、進行を行う。
４、打順は、若番のチームが全員打ち終わった後に次ぎのチームが打つ。
５、試合はスタートマットからホールポストめがけて１打目を行い、８人が１打目を終了して
から２打目を行う。打った選手は、次のプレーヤーの邪魔にならないようにコースを開けて
待機する。また、前の選手が打ったボールが、次の選手のプレーに支障をきたすと審判、
監督が判断した場合のみボールをマークに置き換える。
６、２打目以降は、最初の打順を基本にしながら打ったボールがホールポストに近くなった場合
などは、審判の指示により続けてプレーさせてもよい。
７、全員がホールポストにホールイン（トマリ）した時点で１ホール終了になります。
ただし、６打でもホールイン（トマリ）しない選手はそこでそのホールは終了しスコアは
７打となる。
８、次のホールに移る場合は、前の組が終了したことを審判が確認してプレーを行って下さい。
９、ホールインワンをする毎に合計スコアから３打ずつ引いて点数を計算します。また、その
ホールのスコアを○で囲んでください。
10、試合は、４人の中の上位３人のスコアの合計で争います。チームが３人しかない場合も３人の合計とします。
11、予選は行わず、一発勝負とします。全てのチームが８ホールを終えた時点で、スコアが一番良かったチームを
　　 優勝とします。但し、同スコアの場合は、チームの中で一番良いスコアがいるチームを勝利とします。
12、プレー中の「空振り」はやり直し、明らかな「ねじ込み」「転がし」は２打とする。
13、各チーム３ホール目が終了した時点で休憩を行い、本部の合図にて再開する。
〈コース〉
1、 この競技のコースは、約10M～25Ｍの計8ホールの２コースで行います。




〈審判〉　　
①  審判は各チームより1名ずつの2名とし、それぞれ相手チームの審判、記録を行う。
　１、試合前
①  選手名を記入したスコアカードを相手監督から受け取り、若番のチームを審判する方が試合前の挨拶を行い
メンバーの確認と打順の確認を行う。審判はそれぞれ相手チームのスコアカードに自分の氏名、施設名を
枠外に記入する。また、スタートするホール番号から順に8ホール分を枠内の記載欄に記入する。
　２、試合開始
①  抽選番号が若番のチームが先に全員打ち終わってから次のチームの打順となる。
②  一人目の選手のボールをスタートマットにセットしてもらい、１打目の準備を行う。
③  本部の合図にて各ホール一斉にスタートし、それ以後は審判の合図で打順通りに選手全員１打目を行う。
④  2打目以降も原則的にスタートの打順通りに審判の合図でプレーを行うが、打ったボールがホールポストに
近づき、次の一打でホールイン（トマリ）になることが見込まれる場合や、進行上その選手を優先的にプレー
させた方がよいと判断した場合はその限りではない。
⑤  マークの使用：1打目を打った選手のボールが次の選手のプレーに支障をきたすと判断した場合のみ、直ちにボールをマークに置き換える。マークの置き換えはその選手が行うか、監督、補助員が選手の了解を得て行う。
⑥　 次のホールに移動する際は、選手が全員ホールイン（トマリ）、または、6打目になったら記録を行い、全員揃って次のホールへ移る。次のホールをスタートする際は、前のチームがプレーを終了していることを審判が確認し、１打目の合図を行う。
　３、休憩
① 　4ホール目を終了したチームから各自休憩（給水、トイレ等）を行う。
②  休憩の時間は最後のチームが4ホール目を終了した時点から５分程度とし、本部の合図で5ホール目を一斉にスタートする。
③  休憩はホールから離れて構わないが、トイレ以外に会場から離れない。
　４、試合終了
①　 8ホール終了したら上位３名のチーム合計を出してスコアを相手チームに確認をし、試合終了の挨拶をした
後に速やかに本部に提出する。
· スコアカード（オーダー表兼ねる）＊記入例
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· ホールインワンのスコアを○で囲み、1打として計算し、その選手の合計より3打引く。
· スタートしたホールより左から記載していく。　例）７－８－１－２－３－４－５－６
· 各ホール1打目の順番はスコアカードの順番とする。
· 上位３人の合計スコアを○で囲む。
･　　チーム名、記録者のチーム名に必ずＡ、Ｂの記載を忘れないこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
